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研 究 概 要 

  



 

令和３年度 研究推進の概要                

                         上越教育大学附属幼稚園 

 

１ 研究テーマ 

子どもを支える保育 －評価を通して－（３年次） 

 

２ 研究テーマについて 

平成 30 年４月より全面実施となった幼稚園教育要領から４年が経過した。同時に幼児教育に関

する記載がおおむね共通化され、質の高い幼児教育が、幼稚園・保育園・幼保連携型認定こども園

のどの施設形態でも、同じ水準で確保できるしくみが整えられた。また、令和元年 10月 1日より、

幼児教育・保育の無償化もスタートするなど、幼児教育を取り巻く環境は大きく変化している。幼

児教育に対する関心が高まる一方で、求められているのが、「幼児教育の質の向上」である。 

令和２年５月 26日に出された「幼児教育の実践の質向上に関する検討会」の中間報告書では、

幼児教育の質の向上の実現に向けて、総合的に施策を展開する観点から、６つの柱に沿って、具体

的方策が提言された。その柱の一つである「幼児教育を担う人材の確保・資質及び専門性の向上」

では、「短時間であっても、日々の保育を振り返り、教育課程の改善・充実に向けた園全体でのカ

リキュラム・マネジメントの実施につなげられるよう、教職員間で意見交換等を行うこと」とあ

り、その重要性を述べている。また、もう一つの柱である「幼児教育の質の評価の促進」では、他

の学校種と比べて評価の実施が進んでいない状況を指摘し、「各園の独自性を確保しつつ、質の高

い幼児教育を提供するためのＰＤＣＡサイクルの構築」と「幼児教育の質に関する評価の仕組みの

構築に向けた手法開発・成果の普及といった取組の充実」の必要性を述べている。日々の保育をど

う捉え、職員間で共有し、次の保育につなげていくのかは、幼児教育の質の確保・向上を目指す上

で欠かせない要素である。そして、それを自己評価でとどめずに、外部の視点を取り入れながら、

常に見直し、更新していくことが望ましいと考える。 

本園では、平成 25 年度から平成 30 年度までの 6 年間、「遊び込む子ども」というテーマのも

と、幼児の遊び込む姿を支える教師の援助や環境構成の在り方を探り、教育課程の見直しを進めて

きた。そして、保育を実践するにあたり、その保育が幼児の育ちを支えることにつながっていたか

を評価する手立てを探るべく、令和元年度より、研究テーマを「子どもを支える保育―評価を通し

て―」と設定して研究を進めてきた。１年目は、保育を評価するしくみを整えた。日々の保育記録

やカンファレンスなど、４つの取組をもとに振り返りのサイクルを充実させ、保育改善を進めてき

た。職員間で保育を語る機会が増えてくると、個々の保育の捉えに方向性があることが見えてき

た。そこで２年目は、「こんなふうに育ってほしい」と考える姿に照らして、教師が行った援助や

環境構成などが幼児の育ちや学びを支えるものになっていたか、またはそのための改善になって

いたのかを判断する考え方、すなわち保育の評価観といえるものを探ることにした。ここでは、

「学びの物語」の実践者であるマーガレット・カーの新しい評価（アセスメント）方式を参考にし

てカンファレンスを行い、現時点での７つの評価観を捉えることにつながった。また、各クラスの

エピソード事例をもとに、幼児の姿の読み取りや援助に向かう考え方などについて共感した部分

にマークや記述を入れた「やっぱりそうだね納得版」を作成し、共通認識と共通性を見出すことが

できた。これらは、決して押し付けられた評価観ではなく、カンファレンスを重ねる中で一人一人

の中に得られたものであった。しかし、これらは本園のその時期の保育で導き出されたものであ

り、十分なものであるかどうかは検討が必要であると感じた。今後、さらにこれらの評価観を捉え

直しつつ、外部の視点を入れた評価を得ながら、より確かなものにしていく必要がある。 



そこで、今年度は共通認識として得られた７つの評価観を、日々の保育を実践する中で捉え直

し、カンファレンスを通して更新していく。また、これまでの研究で培われてきた保育を評価する

しくみや考え方が、幼児の育ちを支え、より質の高い保育を実践するためのものになっているかど

うかを、外部の研究者や他園の職員らとの意見交流を通して見直していく。 

 

３ 研究計画 

第１年次（令和元年度） 「保育を評価する手立てを探る」 

  ・これまでの保育記録の見直し・検討を通して、保育記録が振り返る際の有効な資料となり得る    

ために必要な内容と様式を見出す。 

・保育の情報を共有し保育改善につながる効率的なカンファレンスのもち方を検討する。 

  ・保育記録やカンファレンスの取組を活かして、保育を評価するしくみを探る。 

 

第２年次（令和２年度） 「保育の評価観を見出す」 

・本園における保育の目指す目標や方向性について、具体的な共通認識を得る。 

・保育を評価する際に、適切な保育だったと判断するための考え方（評価観）を整理する。 

 

第３年次（令和３年度） 「保育の評価をみんなと進める」 

・保育を評価する４つの取組のサイクルを継続的に実践する。 

・日々の保育を振り返り、カンファレンスを重ねながら７つの評価観について語り、更新する。 

・保育の評価について、外部や他園と意見交流を行いながら捉え直す。 

 

４ 第 1 年次の研究 

平成 30 年度末に完成した新しい教育課程と年間指導計画に沿って実践を進めながら、日々の保

育について振り返り、保育記録に残す内容や記述の仕方を検討してきた。その結果、以下のことが

見えてきた。 

   

  本園における保育の評価のしくみ 

   本園では、保育における評価を「幼児の発達する姿に照らして、教師が行う環境構成や援助が適

切かどうかを振り返り、改善を図っていくこと」と捉えた。そして、保育を振り返る具体的な資料

である保育記録と、保育についてより多くの教師で語るカンファレンスの見直しと検討を進めて

きた中で、本園における保育を評価するしくみが整えられてきた。それが次の表である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

  しくみを構成する４つの取組 

  ①保育記録 

    毎日 10分の振り返りタイムを設け、副担任とその日の保育について振り返った。自分の保育

を振り返る材料である保育記録がより有効なものとなるためには、右の５つの視点について記

期の始まり 

月～木 金  
 
 
 

各クラスで期

の振り返り 
→カンファレ

ンスで共有 

振り返りタイム 
→保育記録記入 

振り返りタイム 
→保育記録記入 

のびのび保育シート作成 

                    ＊太枠を毎週繰り返す 

週 → 月 →  期の終わり 

水曜日カンファレンス 



録することが効果的であることが見えてきた。毎日書

き加えていくことにより、幼児がどのように遊びを深

めていったのか、遊びへの興味がどのように移ってい

ったのか、そこから幼児の内面を読み取り、援助を考

える「改善のサイクル」が回るようになった。 

 

  ②のびのび保育シート 

    これまでの週案を、保育記録をもとに保育を改善するサイクルが視覚的にも分かる様式に変

え、「のびのび保育シート」と呼ぶことにした。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    シートは毎週作成し、一年間の保育の改

善の足跡が蓄積される。期の振り返りで

は、その蓄積したのびのび保育シートをも

とに行っている。また、他の教師がどのよ

うに幼児の姿を捉え、どのような心もちで

援助しているのか、情報を共有するツール

にもなっている。 

 

③カンファレンス 

   毎 日 行 う 10 分 の 振 り 返 り タ イ ム と 水 曜 日 に 行 う カ ン フ                

ァレンスの２種類のカンファレンスを行ってきた。立場や経験年数に関

係なく、自分の迷いなど話したいことを話す中で、自分の保育を多面的

に捉えたり主観を磨いたりすることにつながり、保育に活かすようにな

った。また、無理なく続けられるように短時間で効率よく行ってきた。 

 

  ④期の振り返り 

    保育を改善するサイクルを繰り返しながら、期の終わりには、その期全体を通して幼児の姿の                                            

変容や教師が行ってきた環境構成や援助についてまとめの振り返りを各クラスで行った。日や

週とは違った、期という長いスパンだからこそ捉えられる幼児の姿があり、また教師の援助につ

いても長い目でその効果を検証することができた。 

 

５ 第２年次の研究 

第１年次で整えた保育の評価のしくみを実践するにあたり、本園の目指す評価の考え方につい

て、カンファレンスとエピソード事例の２つの検討を行ってきた。その結果、次の事が見えてきた。 



  保育の評価観を見出すカンファレンス 

   保育に携わる職員でカンファレンスを行い、本園における保育の目指す方向性について具体的

に語り合いながら、考えを整理し、共通認識を導き出すことにした。ここで参考にしたのが、マー

ガレット・カーの「保育の場で子どもの学びをアセスメントする」という著書にあるアセスメント

モデルである。これを参考にアンケート項目を作成し、職員から得た回答を基にカンファレンスを

行った。そして、見えてきたのが７つの共通認識である。 

 マーガレット・カーのアセスメントモデルを参考にした項目 カンファレンスで得られた共通認識 

① 何を目的に保育の評価を行っているか 幼児の自ら育とうとする力を支える 

② 幼児期に大切な学びの成果をどのようなことだと考えるか よりよく生きる力の基礎を育む 

③ 保育の中でどのようなことに焦点を当てて援助しているか 幼児のしていることを肯定的に捉える 

④ どのように妥当性を確認しているか 職員の語り合いによって共感・合意を得る 

⑤ 保育の質の向上をどのように捉えているか 幼児の姿をもとにした援助のレパートリーが広がる 

⑥ どのように評価しているか 本園の保育を評価するしくみに沿って行う 

⑦ 教師にとってどのような価値があるか みんなが笑顔で前向きになれる 

   カンファレンスを重ねる中で見えてきたのは、保育場面に即して具体的に考えるというよりも、

本園の保育で大事にしていることや特徴などを一歩引いて大きく捉えながら保育をしている職員

の姿であった。教師の意図や願いが優先されるのではなく、目の前にある幼児の姿から教師が願い

をもち、援助や環境構成が考えられるということである。そして、幼児自身の育ちの姿に何よりも

価値をおいているため、教師が前面に出すぎることなく、絶えず幼児の姿を見ながら保育を行って

いることが見えてきた。しかし、この７つの項目は、評価につながる考え方をみんなで語り合う

「きっかけ」ともいうべきもので、この内容で十分かどうかについては今後も検討していく必要が

あると捉えた。 

  エピソード事例の蓄積と検討 

   エピソード事例は実際に行われた保育実践にお

ける教師と幼児の姿を記録した事例である。職員同

士でエピソードを読み合い、幼児の姿の読み取りや

援助に向かう考え方などについて、大切だと思った

部分や共感した部分に、それぞれがマークを入れ

た。これを「やっぱりそうだね納得版」として職員

間で共有し、エピソードに書き起こした。保育実践

場面における教師の思いや援助を参照する中で、カ

ンファレンスで得た共通認識との共通性について

検討した。エピソード事例の検討から得られた本園

の保育の特徴的な考え方は、カンファレンスから得

られた評価につながる考え方の共通認識と共通性

があることが見えてきた。 

 

６ 研究方法（第３年次） 

 （１）保育を評価する４つの取組のサイクルの継続的な実践 

「保育記録」「のびのび保育シート」「カンファレンス」「期の振り返り」で構成される保育の評

価の４つの取組について、本年度も年間を通して継続的に実践する。本年度は担任・副担任の転出

入があり、本園が大切にしてきた保育の捉え方を多面的に評価する絶好の機会であると考える。職

員間で保育を語り、記録を読み合う機会を密にし、幼児の育ちの支えになっていたかどうかについ

て、評価していく。また、保育実践からエピソードの収集を行い、保育を評価するときの考え方に

つながる事例を残し、検討の材料としていく。 



 （２）カンファレンスによる保育の評価観の更新 

第２年次研究で明らかになった７つの評価観について、保育実践を行いながら捉え直す。昨年度

はマーガレット・カーのアセスメントモデルを参考に項目を７つに設定した。本年度は本園が大切

にしてきた保育の捉え方をより確かなものにするために、項目の変更や増減も考えながら再構築

していく。その際、項目を決定することではなく、あくまでも常に語り合う「プロセス」を大切に

したい。職員が保育を通して感じた迷いや悩み、喜びなどを語り合い、共感したり一緒に考えたり

することで、園で大事にしたいことが鮮明になり自覚化され、共有されていくと考える。 
 

 （３）評価の取組の発信と、他園との交流による意見交流 

保育を評価する４つの取組については、これまでも研究会の実施や紀要の配信などで広く発信

してきた。本年度はそれを一方的なものにせず、どう受け止められているのか、独自性がどこにあ

るのか、そしてどのような価値があるのかについて、本園以外の視点で意見交流を行いたい。新型

コロナウィルス感染症防止対策を踏まえ、オンライン会議も取り入れた交流会を上越市内または

県内外の幼稚園、保育園、こども園などに依頼する予定である。双方の保育や園運営にとってプラ

スに働くような保育の評価の在り方について、共に考えていく機会になればと考えている。 
 

 （４）大学教員との連携による研究推進 

   本学幼年教育領域の教員からの指導・助言を受けながら研究を進めていく。保育実践者である本

園教師と研究者である大学教員の双方が意見を述べ合うことで、より質の高い保育を目指すこと

ができると考える。研究の進め方や事例の捉え方について、大学教員の意見を聞きながら保育実践

や資料の集積を進めていく。 
   

（５）研究保育と研究会の実施 

今年度も研究協力者の方以外にも広く保育を公開し、参観者や研究協力者から保育についての意

見や本園の研究について助言を得る。また、10月には幼児教育研究会を実施し、参会者や研究協力

者からの意見をもとに、保育や研究の方向性について検討・発信する機会とする。 

5月 26日（水） 第１回研究保育（公開保育・クラス別保育トーク、研究協力者会議） 

9月 15日（水） 第２回研究保育（公開保育・クラス別保育トーク、研究協力者会議） 

10 月 11 日（金） 第 29回幼児教育研究会（公開保育、クラス別保育トーク、研究発表、講演会） 

 
７ 研究の実際 

 （１）４つの取組の実践を通して見つめた本園の目指す方向性 

「保育記録」「のびのび保育シート」「カンファレンス」「期の振り返り」で構成される保育の評

価の４つの取組は本年で３年目となる。今年度は職員の異動が多く、本園の保育で大切にしてきた

ものを確かめていく中、サイクルを繰り返し回すことで見えてきたのは、「伝える」「語り合う」こ

との重要性であった。 
今年度は、水曜カンファレンスの始めに、保育について「言いたい」ことを一人ずつ端的に伝え

る「ブレインストーミング」形式の話合いを取り入れた。環境構成によって見えた幼児の姿や、保

育を行って感じた悩みなど、それぞれが思い思いに語る。一見、バラバラに見える発言だが、全員

が話し終わる頃には、話題に共通の視点が見えてきた。例えば、「遊びの中での教師の立ち位置」

や「声のかけ方」などである。また、端的に意見を述べる形式のため、「もっと聞きたい」と思っ

た意見には、「もう少し詳しく教えてほしい」といった発言が自然と出てきた。活発な意見交流へ

とつながっていく中で、今の保育に対する関心事やテーマが見えてきた。 
５月の水曜カンファレンスでテーマに挙がったのが「保育で使う言葉、使わない言葉」である。

遊びで思考を促したい場面やトラブルの場面、異年齢での遊びの場面など、保育の様々な場面でど

のような言葉かけを行っているのか、そしてそれはどのような意図があるのかといった内容で、付



箋紙でグループ分けをしながら話し合った。その際、新

しく異動してきた職員から「不安」や「迷い」の言葉が多

く聞かれた。どのような言葉かけが幼児の遊びを広げ、

そして深めることにつながるのか、４月当初は非常に迷

いながら保育を行っていたという。それが、日々の振り

返りタイムやカンファレンスを行う中で、少しずつ本園

で大切にしていることが分かり、保育に活かすことがで

きるようになったという意見だった。また、本園の保育

に長く携わっている職員からは、本園の保育の特徴について改めて確認するきっかけになったと

いう意見も聞かれた。経験年数に関係なく保育を語り「合い」、そして語り「続ける」ことで、自

然と同じ心もちで保育を行うことにつながることが見えてきた。 
６月のカンファレンスで話題になったのは「遊びの伝承」である。本園で幼児が行う様々な遊び

は、基本的に教師が「やろう」「こんな遊びがあるよ」と提示されて行うものではない。雨どい遊

びを例に挙げる。砂場まで雨どいを連結し、水を流す遊びは、教師が教えたものではなく、年上の

幼児が行ってきた遊びを年下の幼児が見て、一緒に遊ぶ中で学び、身に付け、自分たちで遊ぶこと

ができるようになった遊びである。年上の幼児から年下の幼児へと遊びが受け継がれていくこと

を「遊びの伝承」と称し、そのメカニズムがどのようなものなのか、そして教師はどのような援助

や環境構成で遊びを支えていくとよいのかについては、これまでもカンファレンスで時折話題に

なっていた。 
ある日の遊びの場面で、４歳クラスの担任は、Ａ児の遊びの姿を捉えた。Ａ児は、年上の幼児が

行うビールケースを使った立体的な雨どいの組み立て方に興味をもち、それを毎日じっと見てい

た。「Ａ児の主体的な遊びのかかわりを支えたい」、そう考えた担任は、副担任との振り返りでＡ

児の姿を情報共有した。そして、共通の援助として、教師が主導して雨どい遊びを一緒に行うので

はなく、砂場にいた年上の幼児とＡ児をつなぐことにした。年上の幼児はＡ児の問いかけに快く応

じ、組み立て方やコツを伝えながら優しくかかわる姿が見られた。Ａ児は嬉しそうにかかわりなが

ら雨どい遊びを楽しんでいた。その様子を担任は振り返りやカンファレンスで職員に詳しく伝え

た。年上の幼児とのかかわりがＡ児の主体的な遊びにつながったと捉えた５歳クラスの担任は、年

下の幼児に遊びを伝えるための援助や環境構成の在り方

について考えるようになり、また３歳クラスの担任は、発

達段階に合った雨どい遊びの基盤となる材や活動場所に

ついて他の職員と共通理解するようになった。Ａ児の遊び

の姿を発端として、雨どいを媒体とした一貫性のある保育

につながったのである。ⅡⅥⅩ期のエピソード事例では、

どのクラスにも雨どい遊びの援助が記述されていたこと

から、カンファレンスを通して、遊びの伝承を支える保育

の在り方を職員全体で考えるきっかけになったと捉える。 
本園が取り組んでいる４つの取組の大きな特徴は、どれも「他者を経由する」ところにある。自

身の保育について考えたことを他の職員に伝える、または書いたものを読んでもらう。そして、そ

こで得た考えをもとに、保育の共通性や課題を見出し、明日の保育につなげていく。そうした取り

組みの結果、自身の保育に共感・納得し、より保育の質の向上につながる考えや支援を得ることに

つながるのである。職員に、保育に関して他の職員と語った頻度について尋ねたところ、ほとんど

の職員が以前より保育について話すようになったと自覚していた。「語り、更新する保育」は保育

の質の向上に効果的であることが見えてきた。 
 

（２）カンファレンスの継続で見えてきた新しい評価観 

カンファレンスの際、昨年度見出した７つの評価観の図を掲示し、話合いの最後に振り返ること



ができるようにした。その中で、保育中やカンファレンスで多く意識していた項目は表の③④⑤で

あること、①②については保育の評価全体の価値観を捉えたものであり、保育の基盤として教師の

心持ちの根底にあることが見えてきた。昨年度は、これらの７つの評価観を植物に例え、一枚一枚

の葉で表現してきたが、本年度は保育の評価を継続的に実践することを通して、幼児や教師、保護

者など、「みんな」が笑顔になる姿を思い描き、植物が生長する姿として表現した。 
９月に行われた水曜カンファレンスで、複数の

職員が現在の心持ちや心境について語る場面が

あった。そこでは、「カンファレンスで不安な事

が共有できたので、自信がついた」「心配事があ

っても自然と職員が寄り添って声を掛けたり助

けてくれたりするので、保育をするのが本当に楽

しい」といった前向きな意見が聞こえてきた。保

育を一体感をもって評価し、更新していく取組が

円滑に動き始めたと捉える一方、「保育を評価する上で大切にしていることは何だろう」「この取組

が効果的に働くためのポイントは何か」ということに職員の関心が向き始めた。 
そこで、翌週の水曜カンファレンスで「保育を評価する上で大切にしていることは何か」と題

し、それぞれが捉えた評価観を付箋紙で集約しつつ、そこから共通認識を得ることにした。多様な

意見が出る中、語り合い、伝え合うことそのものが重要なのではないか、そしてそれが持続可能で

一緒に頑張りたいと思えるものであることが大切なのではないかと意見にまとまった。正解のな

い保育を日々行う中で、自己評価にとどまらず、常に他の職員と語り合い、自己の保育について捉

え直し、価値観を共有する過程、すなわち評価のプロセスそのものが、保育を評価する上で最も大

切なことであると捉えた。そこで、新しく８つ目の評価観として、「保育を評価する上で大切にし

ていることは何か」を加え、そこで得た共通認識を「語り、考え続けるプロセス」とした。 
項 目 共通認識 

① 何を目的に保育の評価を行っているか 幼児の自ら育とうとする力を支える 

② 幼児期に大切な学びの成果をどのようなことだと考えるか よりよく生きる力の基礎を育む 

③ 保育の中でどのようなことに焦点を当てて援助しているか 幼児のしていることを肯定的に捉える 

④ どのように妥当性を確認しているか 職員の語り合いによって共感・合意を得る 

⑤ 保育の質の向上をどのように捉えているか 幼児の姿をもとにした援助のレパートリーが広がる 

⑥ どのように評価しているか 本園の保育を評価するしくみに沿って行う 

⑦ 教師にとってどのような価値があるか みんなが笑顔で前向きになれる 

⑧ 保育を評価する上で大切にしていることは何か 語り、考え続けるプロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度の評価観                     本年度見えてきた評価観 



 （３）他園との交流から見えてきたこと 

本年度は、研究協力園であるいずみ幼稚園、妙高

市立よつばこども園、上越市立はまっこ保育園の３

園に協力を依頼し、保育の共通点や心持ちについて

相互理解すると共に、本園の保育の評価について率

直な意見を聞く機会を設定した。現在、それぞれの

園に１、２回程度赴き、交流を重ねている。協議で

は、遊びが継続するための声かけについて話し合わ

れ、お互いに援助のレパートリーを広げることがで

きた。また、互いの園の幼児の姿から見えてきたこ

とを共有し、新たな援助の方向性について検討することもできた。 
９月、協力園の職員に本園の保育とカンファレンスを参観してもらい、本園が行っている４つの

評価の取組について協議した。「10 分という短い時間であるが、その分濃密かつ言いたいことが言

える振り返りになっている」「同じ学級だけでなく、様々な職員から意見をもらえる」といったこ

とが保育を見つめ直すことに効果的であるといった意見が得られた。また、取組を通して、職員一

人一人が「自分の振り返りや記録の形をつくっていくことができる」という指摘があった。比較的

自由な記述方式、言いたいことを言えるカンファレンスの場の設定によって、保育に対する不安の

解消や、より濃密な保育の連携につながるのではないかという意見もあった。４つの取組について

は、効率的、そして協同的な観点から、「自園でも参考にしたい」といった共感的な意見が聞こえ

てきた。 
一方、課題としては、保育を評価するための「時間」と職員間で保育を語る「機会」を、どう捻

出していくか、本園を含むどの園でも、振り返りに費やす時間の確保の難しさが浮き彫りになっ

た。それぞれの園のカリキュラムや伝統を大切にしつつ、保育を語り、伝える時間をどのように工

夫し、作り出していくのか。これについては今後も交流を重ねながらその解決策を一緒に探ってい

くという方向性で進めている。 

協力園の参加者 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

アウトカムプロセス 

  



令和３年度「子どもを支える保育～評価を通して～」研究アウトカム・プロセス 

上越教育大学附属幼稚園 

 
 ２年間の研究を通して、評価の仕組みを整え、本園における保育の目指す方向性や考え方を評価観と

して見出してきた。今年度は、保育を評価するしくみとして整えてきた「保育記録」「のびのび保育シー

ト」「カンファレンス」「期の振り返り」の四つの取組を継続して実践し、確かなサイクルとして保育に位

置付けてきた。また、第二年次研究で保育の評価の共通認識として得られた七つの評価観を、日々の保育

実践から捉え直し、カンファレンスを通して更新してきた。さらに、研究協力園を含む公立・私立の幼稚

園、保育園、こども園と交流し、評価の取組や評価観の捉えを保育に生かすことの大切さについて意見交

換を重ねることにした。研究の取組と見えてきた成果について示す。 
 
継続的に評価し、語ることの効果 

 今年度は、本園が大切にしている援助の方向性や保育の心もちを共有するとともに、共に幼児の育ち

を支えていくために、より確かなしくみのもとで幼児理解を深め、自己の保育を検証、分析し、明日の保

育につなげていく必要があると考えた。日々の保育後に行う十分間の振り返りタイムでは、これまで以

上に「話したい」「相談したい」ことを中心に語る保育者の姿があり、ある時は、週を通して環境構成の

工夫について語り、ある時は異年齢で遊ぶ際のいざこざ場面での援助の在り方について語ることにつな

がった。そして、そこで話し合われた思いや願いが、保育記録や水曜カンファレンスでも共有され、園全

体の取組として広がった。以下に事例を示す。 
年度当初、預かり保育の時間になると落ち着かない幼児の姿が課題として挙がり、水曜カンファレンス

の時間を活用し、預かり保育の担当者と一緒に、保育で使う言葉の吟味や、幼児の生活の動線を意識した

環境構成の工夫などについて語り合った。カンファレンスでは、園で大切にしていることや、援助の方向

性などが園全体で共有され、正規保育と預かり保育の一貫した保育へとつなげることができた。また、保

育者同士のミニカンファレンスが職員室で自然と生まれることもあり、評価のしくみを超えて、語り合

う姿がこれまで以上に増え、個人や園全体の保育の質の向上につながった。 
 
語り、考え続けるプロセスの重要性 

 第二次研究では、評価観を探る際の手がかりとして、マーガレット・カー著、大宮勇雄・鈴木佐喜子訳

『保育の場で子どもの学びをアセスメントする』（ひとなる書房）の中にあるアセスメントモデルを参考

にして、保育を評価する際の本園独自の指標を作成した。今年度も、水曜カンファレンスの際に、評価観

を常に意識しながら語り続けてきたところ、昨年度とは異なる視点が見えてきた。保育記録やのびのび

保育シート、カンファレンスの言葉の中に「幼児のしていることを肯定的に捉える」「援助のレパートリ

ーを広げる」といった表現が多く見られるようになった。「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿」

のような具体的な幼児の姿を捉えつつも、何を拠り所に保育の評価を行うのか。園全体の保育の質の向

上につながる評価の在り方とは何かについて議論を重ねたことで、保育について語る「過程」こそが、評

価を行う上で最も重要な要素であることが見えてきた。経験の異なる保育者が「聞いてほしい」「知りた

い」「よりよくしたい」と願う思いを、自分の保育を交えて赤裸々に伝えていく過程、すなわち「語り、

考え続けるプロセス」こそが、保育の質を向上させる上で重要であると捉えた。そこで、これまでに導き



出した七つの項目に加え、「保育を評価する上で大切にしていることは何か」という問いに対し、「語り、

考え続けるプロセス」という考えを八つ目の評価観として位置付けることにした。 
項 目 共通認識 

① 何を目的に保育の評価を行っているか 幼児の自ら育とうとする力を支える 

② 
幼児期に大切な学びの成果をどのようなことだと

考えるか 
よりよく生きる力の基礎を育む 

③ 
保育の中でどのようなことに焦点を当てて援助し

ているか 
幼児のしていることを肯定的に捉える 

④ どのように妥当性を確認しているか 職員の語り合いによって共感・合意を得る 

⑤ 保育の質の向上をどのように捉えているか 幼児の姿をもとにした援助のレパートリーが広がる 

⑥ どのように評価しているか 本園の保育を評価するしくみに沿って行う 

⑦ 教師にとってどのような価値があるか みんなが笑顔で前向きになれる 

⑧ 保育を評価する上で大切にしていることは何か 語り、考え続けるプロセス 

 
交流を通して見えてきた評価の在り方 

今年度は、上越市内を含む九つの幼稚園、保育園、こども園と研修面での交流を行った。それぞれの園

の保育方針を尊重しつつ、互いの保育を参観したり、園内研修に参加したりしながら、本園が取り組んで

きた保育の評価のしくみや評価観についても伝えるようにした。また、四つの評価の取組や、教師の言葉

かけ・援助をテーマとした動画を作成し、ＤＶＤやＷＥＢで閲覧できるようにした。研究会に参加いただ

いた園から、「動画を自園の研修で活用したい」といった依頼をいただくこともあった。交流を通して記

録の仕方、語ることの重要性に共感しつつも、一方で時間的な制約もあり、「やりたいが実現が難しい」

といった保育現場の課題も見えてきた。今後も、交流を重ねながら、質の高い保育につながる評価の在り

方について発信、協議していく必要があると考えている。 
 
語り、考え続けることの意味 

 三年間の研究実践で見えてきたことは、「つながる」「続ける」ことの効果である。一人の保育者が毎日、

誰かと保育について語り、考え、記録に残し、そしてそれを他の保育者に読んでもらう。聞いた、読んだ

保育の仲間がその意味、意図を読み取り、協力したり、自己の保育に生かしたりしていく。実際に保育に

携わっていない第三者の評価によって、自分の保育を客観的な視点で再認識し、保育の更新につなげて

いく。このような実践の連続によって、保育がよりよい方向へと確実に更新されていることを実感する

ことができたことが、研究の大きな成果であると捉える。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

研修ヒストリー 

 



令和３年度 「子どもを支える保育～評価を通して(３年次)～」 研修ヒストリー  

ここでは、研修会議やカンファレンスでどのようなことが検討されたのか、交流で何を得たの

か、評価観がどのように更新されたのか、その経緯について示す。 

日、場面、参加者 検討事項 検討結果 

４月５日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・今年度研究のテーマ

と方向性 

・今年度は３年次研究である。２年次までの成果

を踏まえ、本園の評価観（育ってほしいと考え

る姿に照らして、教師が行った環境構成や援助

が幼児の育ちを支えるもの、またはそのための

改善になっていたのか判断する考え方）の「確

かめ」と「繰り返し」の３年目とする。 

・「評価観の更新」、「評価の仕組みの確かめ」、

「成果の発信」により、２年次からのさらなる

充実を図る。 

・成果をどのように発信していくかについて、今

後検討が必要である。文科省委託研究と関連さ

せ、動画での発信も視野に入れていく。 

・研究の表題はそのままとする。 

４月６日 

研修 

研究協力者、各ク

ラス担任、養護教

諭 

・今年度研究の方向性

についての検討 

・今年度の研究方法には、大きく分けて「評価」

と「発信」の２つの視点がある。「評価」の具

体は、４つの取組（保育記録・のびのび保育シ

ート・カンファレンス・期の振り返り）、７つ

の評価観の更新である。「発信」の具体は、研

究協力者の園との交流、作成動画の発信であ

る。 

・研究として何を導き出すのか、その見通しをも

っておくことが重要となる。他園との交流は、

数年にわたり継続していくことで汎用性の高い

ものを目指していくことが必要である。 

・2 年次までの研究を踏まえながら、附属園以外

からの評価を通して、本園の評価のしくみをさ

らに更新していく必要がある。ここで大切にし

たいのは、他園とのコミュニケーションを通し

て、保育者が課題や葛藤をどう乗り越えたか、

保育者の「観」がどうつくられていったか、そ

のプロセスである。 

４月１５日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・観点⑤「幼児の姿を

基にした援助のレパ

ートリー」について

の事例検討 

・「釣竿に釣り糸を結んでほしい」と幼児に頼ま

れた事例を基に、どのような援助のレパートリ

ーがあるかを検討した。どのような幼児の育ち

の姿を想定するかで援助の仕方が変わることを

共有した。 

４月１９日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・カンファレンスとの

びのび保育シートの

価値についての共有 

 

・「発信」の一環として

の動画作成の方向性 

・「のびのび保育シート」のように自由な形式で

記録を取ることは、観点は定まりにくい可能性

がある。しかし、カンファレンスを毎日行うこ

とで、日々の保育が意味づけられ、結果として

観点が定まることにつながる。大切にしたいの

は、日々の葛藤を常に話題にし、それを共感し

合うプロセスである。 

・動画での発信にかかわって、日々のデジタル記

録をどの機材を使って、誰が、どういう視点で

撮るかについて今後検討が必要である。 



４月２８日 

水曜カンファレン

ス 

各クラス担任、副

担任、養護教諭 

・観点③「幼児のして

いることを肯定的に

捉える」ことを核と

した教師の声かけ援

助について 

・命令、指示、否定の声かけをすることは、幼児

の学びを妨げる危険性がある。幼児が何がした

かったのか、どうしてそのようなことをしたの

かを聞きながら、幼児の思いを肯定的に受け入

れることの重要性が再確認された。 

５月６日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・今後の研究の具体的

な方向性 

・今年度も期ごとにエピソード事例を蓄積してい

くこととする。 

・５月の研究保育に向けて、日案の形式や構成の

再確認を行った。 

５月７日 

研修 

研究協力者、各ク

ラス担任、養護教

諭 

・今年度の研究推進の

概要と、動画を活用

した研修の在り方に

ついて 

・動画の発信によって、「４つの取組」のサイク

ルが初見の人にどう伝わるのかを考えた作成を

行う。動画作成においては、作成の意図を明確

にすることが大切である。 

・雨どい遊びの援助をしている動画は、附属園の

援助の仕方が伝わるようにしたい。発達段階や

動画の裏にある幼児のストーリーも伝わるよう

に留意する。 

・研究方法（１）「４つの取組」では、保育記録

やカンファレンスからエピソード事例を抽出

し、納得版として蓄積することで、「形」とし

て残していく。 

・研究方法（２）「７つの評価観による保育観の

更新」では、昨年度意味づけられた文言を定期

的に参照しながら思っていることを語り合う。

その過程で言葉の価値づけに変容があることが

想定される。その変容を捉えて、７つの評価観

の「木」を充実させていく。ここで大切にした

いのは、完成した文言よりも常に語り合うプロ

セスである。そのプロセスの具体をイメージし

ておく必要がある。 

・研究方法（３）「評価の取組の発信と交流」に

ついて、「交流」とは何を指すのが、今後検討

が必要である。他園の方と一緒に保育を語る、

参観し合う、保育に参加する、のびのび保育シ

ートの形式で保育記録を書くことを共有するな

ど、今年度交流をどこまで進めるのか、担任を

交代して保育するなど、その具体を明確にす

る。他園に一方的にしてほしいことを任せるの

ではなく、一緒に参画していく姿勢を大切にす

る。 

・研究方法（４）「大学教員との連携」では、大

学教員の立ち位置を明確にする。他園との交流

のとき、一緒に園に行き専門的な視点からの見

解を述べるなど、「架け橋」としての役割を担

うようにする。 

５月１２日 

水曜カンファレン

ス各クラス担任・

副担任、養護教諭 

・幼児理解について ・具体的な保育の場面を挙げながらどのように幼

児理解を進めているかを共有した。カンファレ

ンスによって幼児の姿を共有し、適切な援助を

模索していくことを日々繰り返すことの重要性

が再確認された。 



５月１４日 

カンファレンス各

クラス担任・副担

任、養護教諭、他

園の幼稚園教諭 

・７つの保育観と、保

育をする職員の環境

改善について 

・他園の教諭との交流から、他園の保育観につい

ての違いについて話題となり、幼児のしている

ことを肯定的に捉えることの重要性が再認識さ

れた。 

・他園と附属園の保育の評価のシステムを比較

し、そのよさや改善点について検討した。管理

職や役所に提出するだけの記録ではなく、保育

者、子ども、他の職員にとって有意義な記録に

なることが望ましいということが共有された。 

５月１７日 

５月２４日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・研究保育プレゼンテ

ーション資料の検討 

・研究協力者の園との

交流の構想 

・プレゼンテーション資料は、これまでの研修の

流れや今年度の研究方法が端的に伝わるよう、

言葉の精選や画像の変更を行う。 

・他園との交流の具体について検討した。１０分

カンファレンスを体験してもらう、オンライン

での語り合い、訪問、参観、のびのび保育シー

トの形式での記録、動画を活用した研修、７つ

の評価観についての検討、定期的な文書のやり

とりなどが考えられる。まずは、附属園職員が

の交流する園を参観するところからはじめる。

その後の交流は園との話し合いにより、できそ

うなことを決めていくという方針を共有した。 

５月１９日 

水曜カンファレン

ス 

各クラス担任、副

担任、養護教諭、 

・言葉がけについて ・保育中によく使う言葉、使わない言葉を共有

し、カテゴライズした。「どうしたかった

の？」など、幼児のしていることを肯定的に捉

える言葉をよく使っていることが自覚化され

た。また、「だめ」（禁止）や「○○しなさい」

（命令）という表現では幼児の主体性を育てら

れないことを再認識した。 

・預かり保育においても、正規時間と同じ歩調で

保育を進められるよう、まずは預かり保育の職

員と保育の評価について交流する場の設定が必

要である。 

５月２７日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

 

・他園との交流の見通

し 

・まずは研究協力者の園に足を運び、どのような

仕組みで保育の評価を行っているかについて実

態を知ることを交流のスタート地点と位置付け

る。留意するのは、互いの園に過度の負担がか

からないようにすることである。「４つの取

組」と「７つの評価観」を基に、一緒によりよ

い評価の仕組みやカリキュラムを考えていくと

いうスタンスで交流を行う。 

・期の振り返りの時期である。評価観の変容をさ

らに自覚できるよう、のびのび保育シートをど

のようにまとめているか、互いに共有し合う場

があるとよい。 

６月２日 

水曜カンファレン

ス 

各クラス担任・副

担任、養護教諭、

預かり保育担当職

・預かり保育職員との

交流 

・５月１９日の検討を受け、具体的な場面を捉え

て、肯定的な言葉がけについて検討した。大切

にしたいのは、預かり保育の時間も正規の時間

も同じ歩調で保育をすることである。禁止や命

令の言葉がけを控え、幼児の自主性を大切にし

た言葉がけに言い換えることを再度共有した。 



員 

６月８日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・研究にかかわる広報

について 

・研究会の案内はがきの内容を検討した。作成し

た動画のＱＲコードを載せ、取り組みを発信す

ることができると、本園の評価の取組に興味を

もつきっかけになる。 

６月２３日 

水曜カンファレン

ス 

各クラス担任、副

担任、養護教諭 

・期の振り返りの共有 ・年少クラスは安心感をもつため、年中クラスは

新しい環境になじむため、年長クラスは年下の

園児に遊びの伝承をしながら遊びに没頭するた

めの援助や環境構成について振り返った。発達

段階によっての違いが明確になった。また、ど

のクラスも幼児理解することを核として援助を

考えてきたことが共有された。 

・期の振り返りを通して、カンファレンスが次の

保育に与える効果について共通認識を得た。 

６月２４日 

交流 

年中クラス担任、

副担任、研究協力

者 

・研究協力保育園職員

との交流（於：附属

幼稚園） 

・年中クラスのあそびの時間についての協議を行

った。遊びが継続するための声かけ援助につい

てアドバイスをいただき、共に援助のレパート

リーを広げた。また、互いの年中クラスの幼児

の姿を共有し、新たな援助の方向性について検

討し、カンファレンスにより、幼児理解をする

ことの重要性を再確認した。 

・カンファレンスの時間の捻出が難しいという課

題についても共有し、今後その解決策を交流の

中で探っていくという方向性が決まった。 

６月２８日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭、研究協力

者 

・６月までの２ヶ月間

の研究の振り返り

と、今後の見通し 

・期の振り返りをするよさは、保育者が何を意識

し、どこを焦点化して保育をしているかが自覚

できるところにある。大切にしたいのは、この

振り返りをすることが本年度の研究にどう繋が

るのかを意味づけていくことである。なお、形

式はこれまでのものを踏襲していく。 

・これまでの研究ヒストリーを振り返ると、言葉

がけについてよく検討がなされている。教師の

援助としての言葉がけには、信頼関係、相手へ

の理解が必要であることを再認識した。また、

研究の軌跡として残していくためには、研究と

のつながりを明確にすることが必要である。 

・附属園がどのようなスタンスで交流していくか

を明確にすることが大切である。また、どのよ

うに交流のきっかけをつくるかを今後検討する

必要がある。まずは、「園」との交流というよ

りは、「人」（園の中の一個人）とのつながりを

つくることから始めるということを共有した。 

・どのような評価が附属園らしいのか、それが明

らかになっていくような交流にするための枠組

みを考えていくことが今後の検討事項である。 

６月２９日 

交流 

年少クラス担任 

・研究協力こども園と

の交流（於：研究協

力こども園） 

・研究協力子ども園の保育参観後、附属園職員１

名、子ども園職員３名（園長・年少クラス担任

２名）で顔合わせ会を行い、自己紹介や感想交

流を行った。シフト等のため、ゆっくり職員間

で相談したり製作等の準備をしたりする時間が



とれない現状を共有した。顔合わせ後、子ども

園園長と次回の交流について話し合った。年少

クラス担任に限らず、次回は時間がとれる職員

とカンファレンスの場を設けること、そこで附

属幼稚園で行っている 10 分間の振り返りや保

育記録のとり方について具体的に紹介すること

が決まった。 

６月３０日 

水曜カンファレン

ス 

各クラス担任、副

担任、養護教諭、

預かり保育担当 

・保育中の「うーんポ

イント」の共有 

 

 

 

 

・うがいの励行をする声かけ「ガラガラのいい音

がする」が、うがいの本質ではないという外部

からの声があったことを受け、この声かけにつ

いて話題になった。あくまで、この声かけによ

りうがいへの興味や意欲が高まるようにするだ

けで、この声かけだけで終わるわけではないこ

とを共有した。「のどのばい菌を何匹やっつけ

る？」などと声をかけると、うがいの本質を捉

えた声かけになっていくかもしれないという意

見も出た。言葉がけの工夫が幼児の自ら育とう

とする力を支える一助になっていくことを再確

認した。 

７月７日 

水曜カンファレン

ス 

各クラス担任、副

担任、養護教諭、

預かり保育担当 

・保育中の「うーんポ

イント」の共有 

 

 

 

・「七夕発表会のピアノ演奏中、席を立って演奏

者に近づき、空いている鍵盤を弾いていた子を

どう援助するか」という話題になった。まずは

ピアノから離し、弾きたかった気持ちを認めな

がら一緒に歌を歌う、試しに少しだけ弾き、少

し満足したら演奏が終わった後に一緒に思い切

り弾く、保育者がピアノそばに寄り添いながら

その子の気持ちを聞いていくなど、保育者によ

って異なる援助をすることが明らかになった。

このようにカンファレンスが援助のレパートリ

ーを増やすことに繋がっていることを参加者全

員が改めて自覚した。 

７月１３日 

交流 

年長クラス担任 

・研究協力幼稚園との

交流（於：研究協力

幼稚園） 

保育参観、４名でのカンファレンス 

７月１４日 

水曜カンファレン

ス 

各クラス担任、副

担任、養護教諭、

預かり保育担当 

・保育中の「うーんポ

イント」の共有 

・保育中の「うーんポイント」について、各々が

話をした。その中で話題の中心になったのが、

「２名の幼児が遊んでいるところに、仲間に入

った１名の幼児がイメージを共有できず、遊び

が途切れてしまった」という場面の援助につい

てである。会話の中で、それぞれの幼児の思い

をよく読み取り、どう折り合いをつけるか考え

ることが大切である、今後その幼児の遊びをし

っかり捉え、援助していくこと大切であるとい

うことを共有した。 

７月２７日 

交流 

年少クラス担任、

副担任、年中クラ

ス担任、年長クラ

ス副担任、研究協

・研究協力こども園と

の交流（於：研究協

力こども園） 

・研究協力子ども園の保育参観後、附属園職員２

名、研究協力者１名、子ども園職員８名でカン

ファレンスを行った。現在書き溜めている記録

が、保育者や子どもにとって有意味なものであ

るかについて検討がなされた。附属園の取り組

みと子ども園の記録を比較検討する中で、「大



力者 きな紙に子どもの名前を事前に書いておき、担

任と副担任で気づいた姿を書き足していく形

式」が新しく提案された。よつば園では、補助

簿をなくし新たな形式を取り入れることで、負

担感を減らし、保育者や子どもにとって有意味

なものにしていきたいという方向性を聞くこと

ができた。 

８月３日 

交流 

年長クラス担任 

 

・研究協力幼稚園との

交流（於：研究協力

幼稚園） 

担任、副担任、教頭を含めた 14名での研修に参

加 

８月３日 

研修 

 

・今後の交流のもち方

について 

・評価観の更新につい

て 

・交流の目的や意義について再確認する中で、本

園の評価の取組を実際に見てもらい、率直な意

見をいただく機会があるとよいということを共

有した。そこで、９月１日、８日の２日間、保

育と水曜カンファレンスを公開することになっ

た。 

・1 学期の保育を通して、評価観がどのように更

新されたのかを職員全員で見出していくこと、

保育で大切にしていることについて再考するこ

となど、今後の研究の方向性について協議し

た。 

８月５日 

交流 

各担任、年少クラ

ス副担任、研究協

力者 

・研究協力保育園との

交流（於：研究協力

保育園） 

附属幼稚園職員４名・研究協力者参加 

保育参観後、担任２名とのカンファレンス 

８月１９日 

研修 

各クラス担任、副

担任、養護教諭 

・公開保育の研究発表

について 

・今年度の研究発表は、「４つの取り組み」「７つ

の評価観の更新」「エピソード事例」「他園との

交流」「今年度赴任職員の評価観の更新事例」

で構成することを確認した。 

８月２４日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・今後の研究の方向性

について 

・今年度の研究の成果を見出していくにあたり、

「『評価』とは何か」について再考する必要が

ある。職員間での意識の統一、評価観を共通理

解していくプロセスを強調していく方向性にし

ていくことを共有した。 

・データでは語りにくい保育をどう言語化してい

くのかをさらに考えること、評価観がなぜ変わ

ってきたのかを文章化し、多くの方の共感を得

られるようにすることを今後の検討事項とす

る。 

・交流については、単発になりやすいため、継続

して行っていくことを確認した。附属園のやり

方を押しつけるのではなく共に考えていくとい

うスタンスが大切である。附属幼稚園がセンタ

ー的な役割を果たしていくことが理想である。 

８月３１日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・ミニ研究保育の水曜

カンファレンスにつ

いて 

 

・他園の先生方との保育協議では、カンファレン

スでの心もちや時間の捻出の仕方、保育記録の

取り方について協議し、本園の取組と比較して

どう考えたか、実現は可能なのかを、率直に意



見交流するという方向性を確認した。 

９月１日 

交流 

各クラス担任、副

園長、研究協力園

職員 

・ミニ公開保育（研究

協力保育園、研究協

力幼稚園の職員参

加） 

・４つの取組について共感が得られた。特にカン

ファレンスについて、毎日の振り返りを１０分

という限られた時間の中で焦点を絞って話をす

ることの大切さについて共有した。また、振り

返りは自由な記述スタイルが書きやすいことが

協議された。他園では、これらの取組を参考

に、園のスタイルに合うようにアレンジして保

育記録の形式を検討しているという話があっ

た。水曜カンファレンスに参加した他園の職員

の感想として、全職員で集まることで心もちが

揃ってくるのではないか、全職員というところ

に価値があるのではないかという感想を聞い

た。 

９月８日 

水曜カンファレン

ス 

交流 

各クラス担任、副

担任、養護教諭 

・ミニ公開保育（研究

協力幼稚園職員参加） 

・水曜カンファレンスでは、「保育をするときに

大切にしていることは何か」について、全職員

で協議した。その過程で、保育での迷いをカン

ファレンスを通して考え続けること、そのカン

ファレンスが無理なくできるような位置づけで

あることが大切であると共有された。現段階で

は、園全体としては、『考え続けるプロセスが

持続可能である』ことであると意味付けられ

た。これが８つめの評価観として、更新され

た。 

・他園職員との保育協議では、若手の職員の迷い

をどう軽減していくかが話題の中心になった。

日々の振り返りの積み重ね、カンファレンスの

雰囲気などの大切さが共有された。また、記録

は、月暦への書き込みをそのまま引き継いでい

くことで、細かな打ち合わせ事項も伝達できる

と他園職員からの考えを聞いた。 

９月１０日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

研究協力者 

・研究発表について ・ミニ研究保育では、評価観の交流など附属園で

の双方向的な共有が他園にも影響しているので

はないかということが共有された。 

・カンファレンスや交流は、他者を経由すること

で言語化されて自分に返ってくるといえるので

はないか。 

・８つめの評価観において、なぜプロセスが大切

といえるのか、プロセスという言葉が指す意味

は何か、８つめの評価観ができるまでにどのよ

うな過程があったかについて説明ができるよう

に言語化することが今後の課題である。 

９月２２日 

水曜カンファレン

ス 

各クラス担任、副

担任、養護教諭 

・遊びの材と場につい

て 

・熱中症対策として、園庭に設置されたテントに

ついて話題になり、そこに集まる幼児の楽しみ

を話し合った。ビールケースの置き場をテント

の近くにすることで、幼児の遊びが広がるので

はないかという考えが共有され、明日からの環

境構成に生かされた。 

１０月２６日～ 

１１月１日 

・年齢別研修会への参

加 

・年齢別検討会では、本園で作成した動画を活用

して、教師の言葉かけについて研修を行うこと



交流 

各クラス担任、副

担任 

10／26 Ａ保育園 

10／27 Ｂ保育園 

10／28 Ｃ保育園 

    Ａ保育園 

11／1  Ｄ保育園 

となった。参会者からは、雨どい遊びの事例か

ら肯定的な言葉がけについて学びが深まった、

今後も、動画を活用した研修を実施してほしい

という意見が挙がった。 

１２月１日 

水曜カンファレン

ス 

各クラス担任、副

担任、養護教諭 

・Ｅこども園、Ｆ附属

幼稚園、Ｇ附属幼稚

園の共有 

・Ｆ附属幼稚園、Ｅ子ども園で交流した職員が、

室内遊びの環境構成について話題にした。遊び

を発展させるための場や道具の工夫について本

園と比較し、保育の捉え直しを行った。 

・Ｇ附属幼稚園での外遊びについて話題になっ

た。安全管理と主体性を天秤にかけながら、本

園ではどのように外遊びでの環境をつくってい

くべきかを話し合った。 

１２月１５日 

水曜カンファレン

ス 

各クラス担任、副

担任、養護教諭 

・Ｈ附属幼稚園・Ｉ子

ども園の共有 

・Ｈ附属幼稚園と交流した職員が、保育室のロッ

カーの位置などを工夫することで遊びの場をつ

くること、幼児の知識の範囲を考えながら遊び

の中にスキルを取り入れることなどを話題にし

た。 

・Ｉ子ども園での交流では、年少クラスの職員と

ままごと遊びをどう発展させるかについて、一

つのクラスの実態を基に協議した。道具を出す

数についての考え方、異年齢での遊びの大切さ

などが話し合う過程で話題になった。これらの

ことを水曜カンファレンスで話題にしたこと

で、本園で大切にしている保育への考え方がさ

らに明確になった。 

・共有されたことを基に３学期から保育室の環境

構成を変える、道具の置き場所や活動の在り方

を見直すなど、本園の保育について捉え直し

た。 

１２月１６日 

交流 

年長クラス担任 

・研究協力幼稚園での

振り返り 

・附属幼稚園職員 1名参加 

１月１１日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭、研究協力

者 

・今年度の研究のまと

め方について 

・データに基づいた研究となるため、研究のまと

めの冊子に載せ切れないデータについては WEB

版に示していく。 

・研究のまとめの冊子の冒頭に、この冊子は誰に

どのような活用をしてほしいのか、附属園のセ

ンター的な役割が果たせるような冊子として仕

上げていく必要がある。 

・交流の成果として、他園の職員が何に気付いた

のかを事実ベースでまとめていくためには、そ

の対話を文章化し、記録として整理していくこ

とが必要となる。 

１月２１日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・研究のまとめ方につ

いて 

・来年度の研究につい

て 

・今年度の研究のまとめにあたり、保育の評価に

携わった全職員の思いや迷い、今後の展望につ

いてを協議する場が必要であることが共有され

た。 

・振り返る観点として、「４つの取組」「評価観」

「交流」の観点がよいのか、「自分の保育の評



価」「園全体での保育の評価」「外部からの保育

の評価」の観点がよいかを検討した。後者の３

つの観点で振り返ることに決定した。 

・来年度の研究の構想を広げるため、幼児教育の

今日的な課題やこれまでの保育の研究について

情報収集し、それらを共有した。今年度の評価

の研究を踏襲するならば、交流を通して幼保小

をつなぐシステムづくりをしていくことが考え

られる。 

１月２６日 

水曜カンファレン

ス 

各クラス担任、副

担任、養護教諭 

・研究の成果と課題に

ついて 

・今年度の保育の評価について「自分」「園全体」

「外部」の３つの観点で振り返った。各々が付

箋紙に自分の成果や課題を書き、それを KJ 法

的に整理して今年度の研究の成果と課題を見出

す一助とした。 

・「自分」の観点では、「同じことをしたから保育

の質が高まる」というわけではなく、迷いをカ

ンファレンスで共有し、援助について考えてい

くプロセスが大切であったのではないかと成果

を見出した。また、そこには 4 つの取組による

評価の仕組みが機能していることが再確認され

た。 

・「園全体」という観点では、雰囲気のよさがク

ラスを超えたかかわりをつくり、心もちを共有

していくことにつながっているのではないかと

話し合った。 

・「外部」については、交流をすることで新たな

知識やアイデアを得たり、保育を捉え直すこと

につながったりしたのではないかという成果が

見出された。その一方で、交流の意義や目的、

交流の仕方を再度見直していくことの必要性が

課題として挙げられた。 

１月２６日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・研究の成果と課題の

まとめ 

・水曜カンファレンスで見出された成果や課題か

ら、今年度の研究が「布」「銀河系」などに例

えられた。職員一人一人が織りなす布は、そこ

に少しのほころびができても、すぐに修復して

いくことが可能であり、「みんな」で園の保育

の質を高めているイメージである。また、1

日、一週間、期などの周期的なサイクル、一人

一人がつくる独自のサイクルが園全体として有

効にまわっていることから、自転、公転する惑

星に例えた銀河系をイメージした。「みんな

で」取り組んだことが有効であったことがどち

らのイメージにも共通している。 

・本園の保育の評価の取組や交流は、継続ていく

ことが不可欠である。 

２月４日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・来年度の研究につい

て 

・今年度の研究の成果や課題を踏まえて、来年度

の研究の方向性を話し合った。これまでにして

きた評価の取組や交流は今後も継続していく。

それらが生かされるような研究テーマにしてい

くことを共通理解した。 



・「かけはしプログラム」について話題にしてい

く中で、本園の大きな特徴の一つである「異年

齢でのかかわり」「遊びの伝承」に着目した。

異年齢でのかかわりについて研究していくこと

が、ひいては幼小接続にもつながるのではない

かという仮説が立てられた。 

・交流を軸として、附属園のセンター的役割をさ

らに高めていく方向性についても話し合われ

た。年間指導計画の再構築やカリキュラム・マ

ネジメントの視点での研究も、本園の教育や今

後の幼児教育に寄与するのではないかと共有し

た。 

・今後のさらなる検討において、テーマを決定し

ていく。 

２月８日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・来年度の研究テーマ

について 

・来年度の研究では、今年度の評価の取組を生か

せるテーマが設定されるとよいことが共有され

た。全職員で保育をつくっていく（チームでの

保育）在り方について研究していく一案が新た

に出された。 

・研究テーマを話し合う過程で、今後の幼児教育

の方向性を協議したり、附属園で大切にしてい

ることや心もちを言語化していくことなどの今

後の展望についても共有した。 

２月 9日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭、研究協力

者 

・今年度の研究の成果

と来年度への展望 

・研究冊子について、エピソード事例と納得版、

評価観がどうつながるかをさらに明確にしてい

く必要がある。 

・来年度からの交流の位置づけについて、検討が

必要である。交流で何を得たいのか、どのよう

な内容を交流したいのかについてよく検討し、

交流のパイプを太くしていく必要がある。 

３月 8日 

研修 

各クラス担任、養

護教諭 

・来年度の研究テーマ

について 

・これまでの評価のしくみに基づいて、４年次研

究を行うこととなった。３年次までの研究の成

果や課題を改めて振り返り、チームでつくって

いく保育、異年齢での遊び、これまで園で大切

にされてきたことなど、具体的なテーマについ

て検討した。 
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